
■組立て順序

　サッシ枠と戸袋枠の連結
※組立て説明書を参照してください。

■施工される方へのお願い

●必ず指定のねじで枠を躯体に固定した後、障子を建て込
んでください。

●ソリ防止のため、樹脂面を直射日光に当てた状態で放置
しないでください。

●樹脂は割れたり傷ついたりしやすいため、ぶつけたりこ
すったりしないでください。

●樹脂部材ねじ止めの際は、締めすぎないでください。樹
脂が割れたり、ねじが貫通したりするおそれがあります。

●戸袋の仮止めの後、必ず戸袋皿板の水平を出してから
固定してください。

…取付けを誤った場合に、使用者が中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が想定されます。
冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注 意!

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

●この説明書は、必ず施工される方にお渡しください。　　※　　　内は、ロットNo.表示位置を示します。

●思わぬけがや障子落下の原因になるおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・本製品は複層ガラス使用のため、重量が最大で約80kgになります。重量に見合った人数で作業してください。
・本製品はかなりの重量があるため、必ず45×100mm以上の窓台(敷居)・30mm厚以上の間柱(ピッチ500mm以下)で開

口部を作ってください。
・上枠のハリは3mm以内に押さえ、タレはないようにしてください。
・開口部を付け枠でふかす場合は、一体物と同じ強度になるように取り付けてください。
・躯体取付けねじは必ず締め付けてください。
・障子の建て込み・調整後、必ず外れ止め調整ねじを上げてください。
●漏水の原因になるおそれがありますので、下記事項をお守りくださ

い。
・本製品取付け後、サッシ枠と躯体の取り合わせ部に防水テープ(別

売り)を張ってください。(本文中の図参照)
・鏡板戸袋タイプの場合は組立て後、戸袋皿板・戸袋屋根・戸袋側上

部ジョイントブロックの指定個所に必ずシーリング材を充てんして
ください。(組立て説明書参照)

・側板ブラケットは柱等の構造体又は補強した個所に取り付けてくだ
さい。

・外壁材の上から側板ブラケットを取り付ける場合は、φ3.3以下の
ドリルで下穴をあけ、シーリング材を充てんしてから木ねじで固定

注　意!

■取付け上のお願い

MAG-758　2-000424.①.◯

B2size(515×728)

　戸袋枠の固定
●戸袋枠・戸袋側上部ジョイントブ
ロックを躯体に固定します。
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■取付けねじ一覧表
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　サッシ枠の固定
①開口部の水平・垂直を確認し、サッシ枠を仮止めします。

②下げ振り・水準器でサッシ枠のねじれ・
倒れ・ゆがみを直した後、固定します。

※躯体と下枠の間に透き間が発生した場合
は、必ずかい物等で調整してください。

●本製品取付け後、サッシ枠と躯体の取
合わせ部に防水テープ(別売り)を張っ
てください。

注　意!

●取付けねじは必ず締めつけてください。
下枠が外側にころび、障子が脱落する
等の不具合が発生することがあります。

注　意!

室外側

室外側 室外側

【鏡板戸袋タイプ】

■戸袋側上部ジョイントブロックの固定
　(A 部詳細図 )
※サッシ枠側はφ4のド
リルで戸袋側上部ジョ
イントブロックの下穴
を広げてください。

妻板

鏡板

戸袋皿板

※入隅等のため戸袋側板と固定で
きない場合は、戸袋部品セット
に同梱の穴ふさぎシールを戸袋
側板に張ってください。

■鏡板の差込み
※上枠側から先に
入れてください。

戸袋皿板

戸袋皿板

鏡板

　躯体の加工
●窓台 (敷居 ) に下枠アングル
の取付け溝を掘り込みます。

　下枠アングルの切断
●開口部に合わせて下枠アング
ルを切り欠きます。
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　鏡板・妻板の取付け
①鏡板をサッシ枠側から下図の
手順で差し込みます。
②妻板・戸袋側板と固定します。
※鏡板固定ねじは、鏡板裏面に
テープ止めしてあります。

　内張り耐水ベニヤの取付け
●下表の寸法に従っ
て切断し、戸袋枠
内部の躯体に釘で
固定します。
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のころび

間柱のずれ 窓台・土台の変形
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（図-2）
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外観図
躯体

防水テープ
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■戸袋屋根の固定

■戸袋皿板の固定

■戸袋側板の固定

■上下枠の固定 ■縦枠の固定 ロットNo.表示位置
内観左縦枠(上方)
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【サッシ枠】
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①

②

④

③

ニ

ニ

(組立てねじセットに同梱)

プッシュボタン

鏡板固定ねじ(鏡板
裏面にテープ止め)
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シンフォニー 　雨戸サッシ(外付型)  　　　取付け説明書アルミと樹脂の複合サッシ
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●側板ブラケットは、柱などの構造材また
は補強した個所に取り付けてください。
●外壁材の上から側板ブラケットを取り
付ける場合は、φ3.3以下のドリルで下
穴をあけ、シーリング材を充てんしてか
ら木ねじで固定してください。
　（最大壁厚40mm）

注　意!

■組立て順序 ■雨戸の建付けと締まり受けの調整

　サッシ枠・戸袋枠の固定
●枠を取付け面に当てて側板ブラケット
の出幅を調整します。側板ブラケット
を躯体に固定し、枠を仮止めします。
下枠の水平を出した後固定します。

【鏡板なしタイプ】
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室
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側

室
外
側
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内
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【室外側からの建込み】 【室内側からの建込み】

戸袋側板

側板ブラケット

φ4.1×63丸木ねじ

外壁材

最大壁厚
40ｍｍ

■雨戸外れ止めの調整
●雨戸外れ止めが右図の
位置になるよう、ねじ
をゆるめて調整した後
固定してください。

※雨戸外れ止めは、締ま
り受けと共通部品です。

■雨戸の建付け調整
①雨戸の戸車で建付け調整をします。雨戸が
締まり受けに当たる場合は、スペーサーを
スライドして外します。
■上枠締まり受けの調整
①上枠締まり受けを止めているねじをゆるめ、
移動できるようにしておきます。

②雨戸をすべて閉め、締まりのロッドを上げま
す。

③直尺などの薄い板を雨戸と上枠の透き間か
ら差し込み、上枠締まり受けをロッドに当
たるまで移動させます。
④締まりのロッドを下げ、雨戸をあけます。
上枠締まり受けの位置をずらさないよう下
がり部分(右図参照)を指で押さえ、ねじを
かるく締めます。
⑤締まりのロッドのかかり具合を確認した後、
ねじを締めます。
■下枠締まり受けの調整
●下枠締まり受けの穴にロッド位置がくるよう、

(雨戸2枚建て) (雨戸4枚建て)(雨戸3枚建て)

締まり
受け

ロッド

雨戸外れ
止め

　障子の建込み
●下図の手順で障子を入れます。
※枠と障子の位置関係は納まり図を参照してください。

①

②
④

③

①

② ④

③

⑤

内障子

内障子

上枠

外障子外障子

上枠

薄い板

上枠

ねじ

上枠

下枠
雨戸

ねじ

上部締まり受け
上部締まり受け

上部締まり受け

上枠

下枠下枠

下がり部分

下がり
部分

■戸車調整
●プッシュボタンをいったん外して調整
します。（調整後は、プッシュボタン
を押し込んでください。）
※出荷時、障子は下がった状態にして
あります。それ以上は下がりません
ので、上げたい場合のみ戸車調整し
てください。

■クレセント調整
【上下方向の調整】（クレセント本体）
①マイナスドライバーでキ
ャップを外します。
②プラスドライバーでねじ
をゆるめてクレセント本
体を上下に動かします。
※調整後はねじを締めて、
キャップをしてください。

【左右方向の調整】（クレセント受け）
●プラスドライバーでねじをゆるめてク
レセント受けを左右に動かします。
※調整後はねじを締めてください。

■外れ止め調整
●プラスドライバーでねじをゆるめ
て外れ止めを上げます。
※調整後はねじを締めてください。

■建付け調整

【窓タイプ】
●縦断面図

【テラスタイプ】
●縦断面図

●横断面図 ●横断面図

●召外下部を調整した場
合は、召外下部気密ピ
ースも調整してください。
（部品を下げて透き間
をなくします。）

■お願い

●必ず外れ止めを上
げてください。障
子が落下するおそ
れがあります。

注　意!
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ボタン

クレセント本体

召外框
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召外框

クレセント受け

上枠

キャップ

下がる

上がる

外障子

ロットNo.表示位置
召合わせ框室内側(上方)

外れ止め

■参考納まり図
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防湿気密シート(別途)
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Ｈ2003以上の場合

透湿防水シート(別途)

シーリング(別途)

防水テープ(別売部品)
透湿防水シート(別途)
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